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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
 ガス燃焼式噴霧熱分解法による機能性酸化物粒子の合成とその性質に関する研究    
                                         
                                         
 

















はほんの一部である．現在，最も主流なのは，固相法である．                                         












体製造に火炎を直接利用することで以下の利点がある．                                         
(1) 燃焼エネルギーを直接粉体製造プロセスに利用することにより，電気加熱炉など電
気エネルギーを利用するより製造コストの低減が可能．                                          
(2) 瞬時の処理による生産性の向上が可能．                                         
(3) 高融点材料の溶融処理が可能．                                         
(4) 熱分解，固相反応などの，化学反応を伴うプロセス処理が可能．                                        
(5) 処理が連続且つ被処理材料が浮遊状態で処理されるので非接触であり，不純物の混





た．                                         
 第 1 章は緒言であり，リチウムイオン電池，正極材料，負極材料および粉体の合成法
について動向や課題等を概説すると共に噴霧熱分解法について詳細に説明し，本研究の
目的を示している．                                        
 第 2 章は実験方法で，噴霧熱分解装置について概説し，正極材料および負極材料の合
成方法，物理化学的特性および電気化学的特性の分析手法について示している．                           
 第 3 章では，超音波噴霧熱分解装置を用い，正極，負極活物質の合成を行い，物理化
学的特性および電気化学的特性の検討を行い，次の結論を得た．               
1. 超音波噴霧熱分解法にて合成した正極，負極材料前駆体は，球状の粒子を得ることが
できた．                                     
2. 合成した正極，負極材料前駆体は，二次焼成を行うことで単相の正極，負極材料を得
ることができた．                                 
3. 合成した Li4.3Ti5O12/C，LiAl0.05Mn1.95O4，LiNi1/3Co1/3Mn1/3O2は優れた電気化学的特
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4. LiFePO4/C では，炭素源を添加することで，導電性が高くなり，優れた電気化学的特
性を得ることができた．                              
5. Li4Mn5-xTixO12 は，チタン量を増加させることで，電圧平坦部が下がり，マンガンと
チタンの減少に関連した酸化還元反応だと考えられる．                 
 第 4 章では，第 3 章で得られた知見を基に，Li4.3Ti5O12/C，LiFePO4/C をガス燃焼式
噴霧熱分解法により合成し，物理化学的特性および電気化学的特性の検討を行った．               
1. ガス燃焼式噴霧熱分解法にて合成した正極，負極材料前駆体は，球状の粒子を得るこ
とができた．                                   
2. 合成した正極，負極材料前駆体は，二次焼成を行うことで単相の正極，負極材料を得
ることができ，電気加熱式噴霧熱分解法による LiFePO4/Cおよび Li4.3Ti5O12/C と同等の
電気化学的特性を発揮できることを明らかにしている．                                 
3. ガス燃焼式噴霧熱分解装置で合成した Li4.3Ti5O12/C を負極材料とし，正極材料にガス







れていることが分かった．                                            
4. ガス燃焼技術を導入することで，無機酸化物粉体の製造エネルギー量を電気加熱技術
の 1/10まで抑えることができ，大きな省エネルギー効果となることがわかった．                                         
 第 5章は総括であり，各章で得られた知見をまとめている．                        
 第 6章では参考文献を記述している．                                           
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